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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　双極子電気エアジェット噴霧技術、オゾン水、無機湿潤剤及びＵＶ－Ｃ光照射を用いて
、真菌、酵母菌、細菌、ウィルス及び虫による害を駆除する、作物を保護する方法であっ
て、
　双極子電気エアジェット噴霧技術を用いて無機湿潤剤を含む負に帯電した水を植物に噴
霧すること、及びＵＶ－Ｃ光を照射することにより、植物を予備湿潤するステップ、及び
　双極子電気エアジェット噴霧技術を用いてオゾン水を植物に噴霧すること、及びＵＶ－
Ｃ光を照射することにより、植物をオゾン処理するステップ
を含む方法。
【請求項２】
　植物を予備湿潤するステップにおいて、前記植物の全部分に、第１の噴霧装置により、
前記無機湿潤剤を含む前記負に帯電した水を噴霧することを特徴とする、請求項１に記載
の作物を保護する方法。
【請求項３】
　植物をオゾン処理するステップにおいて、前記植物の全部分に、第２の噴霧装置により
、双極子オゾン水を噴霧することを特徴とする、請求項１又は２に記載の作物を保護する
方法。
【請求項４】
　植物を予備湿潤するステップ及び植物をオゾン処理するステップにおいて、空気タービ
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ン、送風機又はエアコンプレッサにより生成され専用の空気ノズルにより発生されるエア
ジェット渦流により、それぞれ前記無機湿潤剤を含む前記負に帯電した水及び前記オゾン
水を、前記植物に渦流状に噴霧することを特徴とする、請求項２又は３のいずれか１項に
記載の作物を保護する方法。
【請求項５】
　双極子電気エアジェット噴霧技術を用いて、無機湿潤剤を含む負に帯電した水を植物に
噴霧すること、及びＵＶ－Ｃ光を照射すること、により植物を予備湿潤する第１の噴霧装
置、及び
　双極子電気エアジェット噴霧技術を用いてオゾン水を植物に噴霧すること、及びＵＶ－
Ｃ光を照射すること、により植物をオゾン処理する第２の噴霧装置、を有することを特徴
とする、
真菌、酵母菌、細菌、ウィルス及び虫による害を駆除する装置。
【請求項６】
　前記第１の噴霧装置及び前記第２の噴霧装置はいずれも、前記第１の噴霧装置が有する
第１の水タンクからの無機湿潤剤を含む負に帯電した水、及び前記第２の噴霧装置が有す
る第２の水タンクからのオゾン含有水、のそれぞれを渦流状に噴霧するエアジェット渦流
を生成する、空気タービン、送風機又はエアコンプレッサ及びこれらに専用の空気ノズル
を有することを特徴とする、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記第１の噴霧装置及び前記第２の噴霧装置はいずれも、その全長にわたって、前記噴
霧ブームの下に取り付けられるＵＶ－Ｃランプを含み、該ＵＶ－Ｃランプは、直接電磁照
射に加えて、噴霧された霧の中で反応性の高い酸化性のヒドロキシラジカルを生成し、該
ヒドロキシラジカルは、それ自体で殺生作用を有するとともに、ハードル原理によりオゾ
ン処理の殺生効果を高めることを特徴とする、請求項５又は６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１の噴霧装置及び前記第２の噴霧装置はいずれも、ブーム噴霧器を含み、前記ブ
ーム噴霧器の全てが噴霧プロセスにおいて噴霧適用及びＵＶ－Ｃ光照射の方向及び作用を
調節するための適合可能な噴霧ブームカバーを備えることを特徴とする、請求項５～７の
いずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１の噴霧装置は、
　フレーム及びタンク保持装置を有する３点支持シャーシと、
　絶縁された水タンクと、
　電気変圧器と、
　接続ケーブル及び安全装置を有する水タンク内の陽極と、
　配管を含む専用の空気ノズル及び水ノズルを有する側方伸縮噴霧ブームと、
　電線を有するＵＶ－Ｃランプと、
　管を介して前記水タンク及び前記噴霧ブームと接続される、圧力バルブ、圧力計、制御
装置及びハンドルを有する水圧ポンプと、
　管を介して前記噴霧ブームの前記空気ノズルに接続されて、噴霧の霧を旋回させる、制
御装置を有する送風機又はエアコンプレッサと、
　ＰＴＯ駆動軸又は電気ドライブと、
　ハンドルを有する背圧バルブ及び排水用バルブと、
　調節可能な噴霧ブームカバーと
からなる技術的な主要部品を含むことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第２の噴霧装置は、
　フレーム及びタンク保持装置を有する３点支持シャーシ、又は牽引式トレイラーシャー
シと、
　絶縁された水タンクと、
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　配管を含む専用の空気ノズル及び水ノズル又は水噴霧タービンを有する、側方伸縮噴霧
ブームと、
　電線を有するＵＶ－Ｃランプと、
　管を介して前記水タンク及び前記噴霧ブームと接続される、圧力バルブ、圧力計、制御
装置及びハンドルを有する水圧ポンプと、
　管を介して前記噴霧ブームの前記空気ノズルに接続されて、噴霧の霧を旋回させる、制
御装置を有する送風機又はエアコンプレッサと、
　ＰＴＯ駆動軸又は電気ドライブと、
　ハンドルを有する背圧バルブ及び排水用バルブと、
　調節可能な噴霧ブームカバーと、
　制御盤を有する発電機と、
　オゾン水ポンプと、
　酸素製造用の空気分離器と、
　陰極放電を用いるオゾン発生器と、
　ベンチュリバルブと、
　オゾン用のタービンミキサと、
　オゾンガス調節器と、
　オゾン濃度測定装置と
からなる技術的な主要部品を含むことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オゾン及びＵＶ－Ｃ光を用いる新たな作物保護方法と、独立特許請求項の前
文に記載のプロセスを実施するための応用技術とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　　［技術水準］
　害虫、真菌、細菌、ウィルス及び酵母菌、並びに他の病原菌と戦うために、毒性の強い
化学薬品及び物質が最新の植物保護に用いられているが、これらの化学薬品及び物質は作
物に対して有毒な残留物となり、害虫に耐性を持たせ、環境に大きな影響を及ぼし、且つ
非常に高価でもある。
【０００３】
　したがって、作物保護のための有毒な化学薬品の使用は、今日では激しく議論されてお
り、顧客が好むのは、有毒な含有物が残留物として残らない、低価格で生態学的及び生物
環境的に優しい製品である。
【０００４】
　オゾン水及びＵＶ－Ｃ光を適用する新たな本発明を用いることにより、また新たな噴霧
技術を用いることにより、有毒であり、環境を破壊し、且つ耐性をもたらす物質を用いず
に、全種類の植物病原菌を駆除することができる。
【０００５】
　新たな植物保護技術は、清潔であり、かなり安価であり、効率的でもあり、特に環境に
優しく、生態学的に自然な栽培に用いることもできる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　　［発明の説明］
　本発明の目的は、オゾン含有水、双極子電気エアジェット噴霧技術を湿潤剤及びＵＶ光
とともに用いて、化学薬品による残留物も耐性ももたらさずに、害虫、細菌、ウィルス、
酵母菌から植物を保護する、新たな費用効率的で環境に優しい生態学的手法を提供するこ
とである。
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【０００７】
　　［序文］
　オゾンすなわちＯ３は、３つの酸素原子から成る。
【０００８】
　オゾンは反応性が高く、最も強力な既知の酸化媒体である。オゾンは塩素の５１倍の反
応性を有し、３，１２５倍速く微生物を死滅させる。
【０００９】
　オゾンはガスの形態では非常に不安定な分子であり、短期間で（約２０分の半減期で）
分解して再び酸素に戻る。
【００１０】
　オゾンは、ＵＶ－Ｃ照射により、又は約７，０００ボルトでのコロナ陰極放電により生
成される。
【００１１】
　オゾンは酸素よりも水に溶解しやすい。
【００１２】
　オゾンは、青色で臭気が強いガスであり、永久曝露の場合は０．１ｍｇ／空気１ｍ３の
曝露濃度であれば無害である。
【００１３】
　オゾンは、有機化合物又は無機化合物と接触すると酸素原子の分裂によって反応し、ヒ
ドロキシラジカルの形成を経て真核生物（eucariontes）の細胞壁及び細胞膜を酸化し、
徐々に溶解する。これにより、真菌、細菌、ウィルス、酵母菌、及びそれらの胞子が死滅
し、且つ虫の呼吸器官が麻痺する結果、死に至る。
【００１４】
　オゾンは、植物の全身獲得抵抗性（ＳＡＲ）を誘導するような長い曝露時間をかけない
限り、呼吸孔に入ることはできない。
【００１５】
　オゾンは単独で、短期間接触原理で作用するが、それ自体は全身的な作用を及ぼさない
。
【００１６】
　オゾンは、短期間で分解して再び酸素に戻るため残留物を残さない。
【００１７】
　オゾンは、作用時間が短いため植物に対し損害作用を残さない。
【００１８】
　同時に、オゾンは微生物又は植物病原菌に耐性を持たせない。
【００１９】
　したがって、オゾンは、真菌、細菌、ウィルス、酵母菌、バイオフィルム、及び原虫、
並びに虫、蠕虫、アブラムシ、及び他の病原寄生虫のような高等生物に対して最も効果的
な殺生剤である。
【００２０】
　オゾンは、２００１年６月２６日以来、食品と直に接触する添加剤としてＦＤＡ（食品
医薬品局）により認可されている。
【００２１】
　オゾンは、米国のＥＰＡ（環境保護局）によっても認可されている。
【００２２】
　直接電磁照射線としてのＵＶ－Ｃ光は、２５４ナノメートルの波長スペクトルで、細菌
、酵母菌、ウィルス、及び虫に対してその最適な殺菌効果を及ぼす。
【００２３】
　この照射は、微生物の細胞膜の溶解を誘発し、ＤＮＡ構造及びＲＮＡ構造を破壊する。
【００２４】
　１８５ナノメートルの波長範囲で、ＵＶ－Ｃ照射によりオゾンが生成され、オゾンは、
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高湿度の影響下酸化性が高く不安定なヒドロキシラジカルを生成し、これにより、殺生剤
としてのオゾンの効果が高まる。
【００２５】
　（殺生剤としてのオゾンの効率、微生物ハードル原理）
　食品のＵＶ－Ｃ照射は、１９９７年以来、米国のＦＤＡ（食品医薬品局）により認可さ
れており、植物性食品に対しても、ドイツの照射線保護命令で認可されている。
【００２６】
　ＵＶ－Ｃ照射の効率にとって、照射線量は重要であり、これはｍＷ／ｓｅｃ／ｃｍ２（
ミリワット／秒／照射面平方センチメートル）として表される。
【００２７】
　微生物を排除するための線量は、（種に応じて）好ましくは４，０００～１５，０００
ｍＷ／ｓｅｃ／ｃｍ２である。
【００２８】
　虫を排除するための線量は、（種に応じて）約５００，０００～１，５００，０００ｍ
Ｗ／ｓｅｃ／ｃｍ２である。
【００２９】
　本発明者は、１０年間にわたる実験室での研究及び広範囲に及ぶ実地試験により、オゾ
ン水及びＵＶ照射を用いる新たな作物保護方法の効率とそれに対応する応用技術とを確認
した。
【００３０】
　新たな作物保護方法では、屋外栽培だけでなく温室栽培の雑草（小麦）及びツルナシイ
ンゲン、トマト及びキュウリでの混合感染と、それと同時に起こる３種類の虫による害と
において、９２％の効率が得られる。本発明の試験に用いて予防処理した他の作物は、収
穫を減少させるいかなる損害も示さなかった。
【００３１】
　本発明者が知る限りでは、オゾン及びＵＶ光を用い、且つそれに対応する現場用途のた
めの応用技術を用いる科学文献は、この作物保護分野において今日まで発表されていない
。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
　課題を達成するための解決手段は、独立特許請求項における定義に記載されている。
【００３３】
　本発明によれば、病原性の真菌、酵母菌、細菌、胞子、及び虫からの作物保護における
用途に用いられるプロセスは、殺生剤（オゾン及びＵＶ－Ｃ照射）の種類及び仕様と、こ
の殺生剤を生成するプロセスの手順及び仕様と、効率的に適用するためのこの方法の技術
の方法及び仕様とを示す。
【００３４】
　本発明は、オゾン及びＵＶ生成の技術的構成要素と応用技術とが、トラクターに牽引さ
れるか又はトラクターの油圧装置に取り付けられる噴霧機、又は手動ナップサック噴霧ガ
ンの形態で組み込まれる、統合システムである。
【００３５】
　同時に、本発明は、作物保護における害虫駆除のための新たな応用及びハードル技術と
してのオゾンとＵＶ－Ｃ照射との組み合わせだけではなく、双極子電気噴霧方法及びエア
ジェット噴霧技術における新たな応用技術の組み合わせにも重点を置く。
【００３６】
　新たな組み合わせ応用技術は、オゾン及びＵＶ－Ｃ照射の使用を成功させるのに重要な
役割を果たし、作物保護方法の最適な作用ための全てのパラメータを満たす。
【００３７】
　オゾンは非常に不安定な分子であることから、オゾンの作用は非常に変わりやすく短い
ため、特別な応用技術を用いなければ、オゾン及びＵＶ－Ｃ照射の効率は不十分である。
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【００３８】
　さらに、本発明は、ベンチュリ（Ventori）バルブと、それに続くタービンでの注入と
を用いて水をオゾン化する方法に関して進歩性を有し、タービンはこの応用目的のために
特別に設計されたものである。
【００３９】
　オゾンと噴霧水とを徹底的に混合するこの新たな注入技法を用い、且つ無機湿潤剤と組
み合わせると、溶解ガス気泡中のオゾン濃度を最高１７％にすることができ、オゾンガス
が酸素に変換することなく、水中の残存容量（１時間まで）が３倍になる。このような手
段により、殺生剤としてのオゾンの効力をかなり高めることができる。
【００４０】
　新たな作物保護技術に関する本発明は、オゾン水（１．殺生剤）の生成と、中間タンク
へのオゾン水の貯蔵と、殺生剤の噴霧化とを双極子電気噴霧技術及び直接ＵＶ－Ｃ照射（
２．殺生剤）と組み合わせてから成る。
【００４１】
　オゾン含有水及びＵＶ－Ｃ照射を用いる作物保護の新たな応用方法は、以下の技術的構
成要素から成る。
【００４２】
　１．優先的にはＰＴＯ軸駆動式又は電気駆動式であり、優先的には、無機湿潤剤を含み
得る負に帯電した水での植物の予備湿潤用のタンクを有し、ブームに搭載された水噴霧及
びエアジェット渦流ノズルと、ＵＶ－Ｃ照射ランプと、噴霧ミスト及びＵＶ－Ｃ照射を正
確に調節するように適合可能なブーム噴霧器（boom sprayer）保護カバーとを用いる、ト
ラクターブーム噴霧器の形態である、プレ噴霧設備。
【００４３】
　このプレ噴霧設備は、以下の技術的な主要部品を備える。
【００４４】
　１Ａ．タンクホルダを有する３点油圧シャーシ、
　２Ａ．ＰＴＯ軸接続部又は電位計、
　３Ａ．水充填用のタンク、
　４Ａ．噴霧器圧力ポンプ、
　５Ａ．調節可能な２つの圧力計（入口圧力及び出口圧力）、
　６Ａ．最低３５ワットのＵＶランプを好ましくは２０個有する２つの側方噴霧ブーム、
　７Ａ．１つの陽極、
　８Ａ．噴霧水を負に帯電させるための交流及び直流用の１つの変圧器、
　９Ａ．エアジェット流を生成するための、圧力タンクを有する１つの送風機又はエアコ
ンプレッサ、
　１０Ａ．水及び空気用の種々の噴霧ノズル、
　１１Ａ．１つの配水（water-dosing）用バルブ、
　１２Ａ．ハンドルを有するタンクの水ミキサの１つの背圧バルブ、
　１３Ａ．圧力シールを有する１つの水充填用ゲート、
　１４Ａ．１つのタンク排水用ゲートバルブ、
　１５Ａ．噴霧ミスト、空気渦流、及びＵＶ光を正確にガイドするように適合可能な１つ
の噴霧ブームカバー、
　１６Ａ．噴霧圧力ポンプの１つのＰＴＯ軸接続部。
【００４５】
　２．ＰＴＯ軸駆動式又は電気駆動式であり、ＵＶ－Ｃランプと、噴霧、空気流、及びＵ
Ｖ－Ｃ照射を正確に調節するための噴霧ブームカバーとを有する、水噴霧ノズルを介して
オゾン水を噴霧する牽引式又は油圧支持式の伸縮ブーム噴霧器。
【００４６】
　オゾン水噴霧設備は、以下の技術的な主要部品を備える。
【００４７】
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　１Ｂ．タンクホルダを有する３点油圧シャーシ、
　２Ｂ．制御箱を有する１つの発電機、
　３Ｂ．酸素製造用の１つの空気分離器、
　４Ｂ．９８％の酸素からの陰極放電を用いる１つのオゾンガス発生器、
　５Ｂ．１つのオゾン投入用バルブ、
　６Ｂ．水分析器内の１つのオゾン、
　７Ｂ．水中へのオゾンの注入用の１つのベンチュリバルブ、
　８Ｂ．水タンク用の１つの電気圧力ポンプ、
　９Ｂ．２つの圧力計（２つのゲートバルブを有する入口圧力ポンプ及び出口圧力ポンプ
）、
　１０Ｂ．オゾンガスミキサタービン、
　１１Ｂ．オゾン水用の１つの水タンク、
　１２Ｂ．トラクター油圧装置用の１つの駆動シャーシ又は支持装置、
　１３Ｂ．オゾン水の噴霧用の、ステンレス鋼製のＰＴＯ軸駆動式又は電気駆動式水圧ポ
ンプ、
　１４Ｂ．３５ワットのＵＶ－Ｃランプが最低２０個取り付けられた２つの側方伸縮噴霧
、
　１５Ｂ．種々のオゾン水噴霧ノズル及びエアジェット渦流ノズル、
　１６Ｂ．ノズルを介して空気渦流を生成するための、圧力タンクを有する１つのＰＴＯ
軸駆動式又は電気駆動式送風機又はエアコンプレッサ、
　１７Ｂ．１つの配水用バルブ、
　１８Ｂ．２つの圧力計（入口圧力及び出口圧力）、
　１９Ｂ．タンクの水ミキサの１つの背圧バルブ、
　２０Ｂ．圧力シールを有するタンクの１つの水充填用ゲート、
　２１Ｂ．１つのタンク排水用バルブ、
　２２Ｂ．空気及び渦流の正確なガイド、及びＵＶ照射のために調節可能な１つの噴霧ブ
ーム保護カバー。
【００４８】
　３．牽引式及び支持式設備
　前部及び後部油圧システムを有し、前部及び後部に調節可能なＰＴＯ軸駆動を有し、過
圧換気装置（over-pressure ventilation）及びオゾンフィルタを備える密閉された運転
キャビンを有する、トラクター（最低６５ＨＰ）。
【００４９】
　本発明の新たな応用プロセスは、２つの主要な次のステップから成る。
【００５０】
　１．双極子電気空気渦流技術（エアジェット）及びＵＶ－ＣランプによるＵＶ照射を用
いる、負に帯電した水及び無機湿潤剤での処理すべき植物の完全な予備湿潤。
【００５１】
　この植物の前処理は、直後のオゾン水噴霧処理により植物の全部分がオゾン（反応性の
酸化ラジカル）と接触し、オゾン水が膜の形態で葉に一様に分布されるようにするために
必要である。
【００５２】
　噴霧ブーム（spray boom）の静電噴霧ノズルの空気渦流により、植物は、植物全体が、
葉の裏側、中心の全部分、及び根元（foot）も湿潤するようにして、傷付かないように揺
すられる。
【００５３】
　無機湿潤剤は、完全な湿潤を確実にする微小滴によってだけではなく負に帯電した水に
よって生成される膜の形態での、作物の葉への均一な分布を保証する。
【００５４】
　水膜の負電荷は、散布直後に、ミストの形態の正に帯電した双極子を有するオゾン含有
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水が植物の葉の全部分及び領域に到達することを保証する。
【００５５】
　２．新たなオゾン噴霧バルブ混合技術を用い、ベンチュリバルブ及び圧力タービン及び
エアジェット渦流技術及びＵＶ－Ｃ照射のそれぞれを用いる、オゾン水での植物の噴霧処
理。
【００５６】
　陰極コロナ放電の方法により酸素（空気分離器により製造された純度９８％の酸素）か
ら製造されるオゾンを、吸引により水中に注入し、これを、好ましくは１．５～２．５バ
ールの圧力でベンチュリバルブによりブーム噴霧器の水タンクに導き、その結果、オゾン
ガス気泡が微細気泡（microform）のみから成るとともに、所望の濃度で水としっかりと
結合するように、オゾン含有水を、特別に設計された圧力タービンにおいて優先的には４
．７～６バールの圧力で混合する。
【００５７】
　この新たな方法により、オゾンが急速に抜けることが防止され、オゾンガスが、優先的
には４～１０バールの圧力での噴霧作業中に水溶液中に残っていることが保証される。
【００５８】
　噴霧は、優先的には４～１０バールの噴霧圧力で行われる。
【００５９】
　このとき、異なる噴霧及び空気ノズルが用いられる。
【００６０】
　空気ノズルは、専用の適合可能な噴霧ブームカバーを用いて、オゾン含有水が植物の全
部分、特に葉に覆われた植物の裏側、中心、及び根元に届くことができるように、処理す
べき植物を揺する空気渦流を発生させる。
【００６１】
　負に帯電した水で予備湿潤させることにより、オゾン自体の双極子の正に帯電した部分
が、予備散布された水膜中の負に帯電した水分子にすぐに付着し、植物の全部分に対して
同時に、且つ同じ効果で、その酸化特性を完全に発揮する。
【００６２】
　噴霧溶液中、好ましくは２ｍｇ／リットル～最高４０ｍｇ／リットルの濃度のオゾン水
（病原菌に対する切迫度（pathogenic pressure）及び植物の種類に応じて変わる）と密
着することにより、真菌、酵母菌、細菌、それらの胞子、及びウィルス、原虫、及び虫が
排除される。
【００６３】
　このとき、ＣＴ因子（濃度×接触時間（分））が非常に重要な役割を果たす。
【００６４】
　各植物病原菌は、それ独自のＣＭ因子を有しており、これは優先的には約１０～２００
ｍｇＭｉｎ．である。
【００６５】
　水中のオゾン濃度は、対応する予想病原菌画像に応じて調節される。
【００６６】
　オゾンの反応時間は２０秒～２０分である。
【００６７】
　水中のオゾンの半減期は約２分であり、換言すれば、水中のオゾン濃度は２分ごとに半
分に低下する。未使用のオゾンは再び酸素として即座に蒸発する。
【００６８】
　３５ワットのパワーと２５４ナノメートル及び／又は１８５ナノメートルの波長とを有
するランプからのＵＶ－Ｃ光の照射は、噴霧の霧による湿った周囲環境において反応性の
高いヒドロキシラジカル化合物を生成することにより、さらなる微生物殺生ハードル作用
をもたらす。
【００６９】
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　作物保護の目的での、ＵＶ光と組み合わせたオゾン水の使用は、極めて効果的であり、
安価であり、環境に優しく、生態学的栽培に用いることもできる。
【００７０】
　本発明者による実地試験での効率度は、最高９２％であることが示され、これは従来の
作物保護方法の基準を満たすか、又はそれを上回るものである。
【００７１】
　作物保護のための、ＵＶ－Ｃ光と組み合わせたオゾン処理では、残留物が生じない。
【００７２】
　全てのオゾンが、短期間（数時間）で再び酸素に変換される。
【００７３】
　オゾン及びＵＶ－Ｃ光への曝露が短期間であれば、植物は全く損害を受けないが、それ
は、接触時間が短すぎるため、オゾン及びＵＶ光が微生物の分子細胞膜のみに入ることが
でき、植物の細胞壁には入ることができないからである。
【００７４】
　殺生剤の反応性は酸化プロセスのみに基づくため、作物保護のためのオゾン処理及びＵ
Ｖ－Ｃ照射が病原菌に耐性を持たせることはない。
【００７５】
　すべてのオゾン分子は分解して再び酸素に戻るため、作物保護のためのオゾン処理は環
境に優しい。
【００７６】
　高価な化学薬品を用いることがなくなるため、ＵＶ光と組み合わせたオゾンの使用は、
従来の薬剤散布法よりもかなり安価である。
【００７７】
　噴霧技術のためのハードウェアへの投資は、従来の噴霧機の約２倍である。
【００７８】
　オゾン技術を用いる噴霧器の平均的な減価償却時間は、約４年である。耐用年数は最低
１０～１５年である。このような期間では、従来の化学薬品による作物処理方法と比較し
て、噴霧費用の３／４以上が節約される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７９】
　　［発明の実施］
　双極子電気エアジェット技術を用いる、作物保護における真菌、細菌、ウィルス、及び
虫による害を駆除する方法を実施するために、オゾン水及びＵＶ－Ｃ照射には、果樹園又
はぶどう園で用いられるような、優先的には１つ又は２つの油圧支持式の伸縮ブーム噴霧
器又は牽引式のタービン噴霧器が必要である。
【００８０】
　噴霧器は、優先的には６５ＨＰ以上のパワーを有するトラクターの、後部又は前部油圧
システム又はフックシステムと接続される。
【００８１】
　いずれの場合も、指定されたタンクには、過剰な石灰（calcer）を含まない自然浄水が
５００～最高２，０００リットル充填される。
【００８２】
　噴霧圧力ポンプ及び送風機又はエアコンプレッサを駆動する駆動軸は、トラクターのＰ
ＴＯ軸（後部及び前部）に接続される。
【００８３】
　優先的には最低８ＫＶＡの出力を有するガソリンエンジン駆動式の発電機を始動させる
。
【００８４】
　前部に搭載された噴霧器の電気変圧器に繋がるケーブルが、スイッチボードに接続され
る。
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【００８５】
　変圧器は、１，０００～２，０００ボルトの電圧の直流ＤＣの位置に切り換えられる。
【００８６】
　すると、絶縁されたタンク内の陽極への電流が確立され、水及び湿潤剤が負電荷を帯び
、これは、植物の予備湿潤中に水膜中で負電荷を形成するのに必要である。
【００８７】
　予備湿潤用の水には、溶液中２％の湿潤剤が添加される。
【００８８】
　陰極放電を用いる酸素濃縮器及びオゾン発生器のスイッチを入れる。
【００８９】
　すると、オゾンが製造され、後部の噴霧器の水循環システムを駆動する優先的には５～
８ＫＶＡのパワー性能の圧力ポンプを用いての吸引により、優先的には１．５～２．５バ
ールの圧力で、ベンチュリバルブにより注入される。これにより、圧力下で滞留したオゾ
ン水が、組み込み型のターボミキサを通過し、このターボミキサは、微細気泡のオゾンを
水分子と結合させて、オゾンと水とをよりよく混合し、より強力に結合させる。
【００９０】
　約５分後に、タンクでのオゾンが所望の確立された濃度に達し、オゾン発生器が自動的
に自らを理想的な位置に調節する。
【００９１】
　噴霧タンク内の確立されたオゾン濃度が低下した場合、オゾン発生器は再び自動的に稼
動し始める。
【００９２】
　この自動性は、オゾン測定プローブ及び電気操舵ユニットにより調節され、電気操舵ユ
ニットは噴霧機のスイッチボードに取り付けられている。
【００９３】
　ＵＶ－Ｃランプは、電気回路に接続され、自動スイッチにより制御される。
【００９４】
　すると、噴霧機が動作できる状態になる。
【００９５】
　次に、前部及び後部にある噴霧器に対するＰＴＯ駆動軸の動作が開始される。
【００９６】
　噴霧圧力及び旋回空気の圧力は、関連する用途に応じて、自動的に優先的には４～最高
１０バールになる。
【００９７】
　伸張し高さを合わせた噴霧ブームと、正確に調節された噴霧圧力及び約３０～８０リッ
トル／分の噴霧量とで、噴霧プロセスを開始するとができる。
【００９８】
　トラクターの前部油圧装置の方にある噴霧設備を用いて、湿潤剤（溶液中約２％）を含
む負に帯電した予備湿潤用の水が、専用の噴霧水ノズルを介して駆動軸により駆動された
噴霧器ポンプ（５～８ＨＰ）から処理すべき植物に噴霧され、それと同時に、裏側部分、
中心部分、及び根元部分を含む植物の全部分を噴霧ミストが湿潤させるように、保護噴霧
ブームカバーの下で、送風機及び／又はエアコンプレッサにより発生される、専用の空気
ノズルからの空気により植物が揺すられる。
【００９９】
　数秒後、トラクターの後部の噴霧設備からのオゾン噴霧が開始される（速度は３～５ｋ
ｍ／時間）。
【０１００】
　オゾン含有噴霧溶液（乳白色の外観）が、負に帯電した水ですでに処理された植物に、
ＰＴＯ軸駆動式圧力ポンプ及び専用の噴霧ノズルを介して優先的には４～１０バールの圧
力（植物及び病原菌の種に応じて変わる）で、同じ方法で噴霧される。
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【０１０１】
　これにより、優先的には３～４０ｍｇ／リットルの濃度のオゾン水が植物の全部分と接
触するように、噴霧ブームカバーにより保護されたエアノズルを通して作物が同時に揺す
られる。
【０１０２】
　予備湿潤用の水の負電荷により、オゾン噴霧の霧の双極子の正に帯電した部分との強力
な静電結合が植物の全部分で得られ、これは、オゾンの酸化作用を高めるとともに、病原
菌の酸化が全表面で起こることを確実にする。
【０１０３】
　噴霧器の前部及び後部から発せられる紫外線は、噴霧の霧による高湿雰囲気中で変換さ
れた酸化性の高いヒドロキシラジカル種の生成により、オゾン適用の効果を実質的に高め
る。ハードル原理は、２種類以上の殺生剤を適用することで攻撃すると病原菌の細胞防御
機構が損なわれるため、非常に効果がある。
【０１０４】
　この新たな保護噴霧技術と、オゾン水の使用とにより、全ての真菌、酵母菌、細菌、ウ
ィルス、及び虫の９２％を駆除することが可能である。
【０１０５】
　上述の発明は、作物保護のための新たな画期的な噴霧処理方法である。
【０１０６】
　この技術は、現代の作物管理の全要件を満たし、生態学的及び生物学的な生産に用いる
ことさえできる。
【０１０７】
　新たな噴霧技術プロセス及びそれに使用される技法は、簡単であり、安価であり、環境
に優しく、従来の化学処理の作用として既知であるように、食用植物に残留物を残すこと
がなく、真菌、酵母菌、ウィルス、及び虫に耐性を持たせることもない。
【０１０８】
　牽引式及び支持式設備
　前部及び後部油圧システムを有し、前部及び後部で調節可能なＰＴＯ軸ドライブを有し
、過圧換気装置及びオゾンフィルタを有する密閉された運転キャビンを有する、トラクタ
ー（最低６５ＨＰ）。
【０１０９】
　予備噴霧設備は、以下の技術的な主要部品を備える：
　１Ａ．タンクホルダを有する３点油圧シャーシ、
　２Ａ．ＰＴＯ軸接続部又は電位計、
　３Ａ．水充填用のタンク、
　４Ａ．噴霧器圧力ポンプ、
　５Ａ．調節可能な２つの圧力計（入口圧力及び出口圧力）、
　６Ａ．最低３５ワットのＵＶランプを好ましくは２０個有する２つの側方噴霧ブーム、
　７Ａ．１つの陽極、
　８Ａ．噴霧水を負に帯電させるための交流及び直流用の１つの変圧器、
　９Ａ．エアジェット流を生成するための、圧力タンクを有する１つの送風機又はエアコ
ンプレッサ、
　１０Ａ．水及び空気用の種々の噴霧ノズル、
　１１Ａ．１つの配水用バルブ、
　１２Ａ．ハンドルを有するタンクの水ミキサの１つの背圧バルブ、
　１３Ａ．圧力シールを有する１つの水充填用ゲート、
　１４Ａ．１つのタンク排水用ゲートバルブ、
　１５Ａ．噴霧ミスト、空気渦流、及びＵＶ光を正確にガイドするように適合可能な１つ
の噴霧ブームカバー、
　１６Ａ．噴霧圧力ポンプの１つのＰＴＯ軸接続部。
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【０１１０】
　オゾン水噴霧設備は、以下の技術的な主要部品を備える：
　１Ｂ．タンクホルダを有する３点油圧シャーシ、
　２Ｂ．制御箱を有する１つの発電機、
　３Ｂ．酸素製造用の１つの空気分離器、
　４Ｂ．９８％の酸素からの陰極放電を用いる１つのオゾン発生器、
　５Ｂ．１つのオゾン投入用バルブ、
　６Ｂ．水分析器中の１つのオゾン、
　７Ｂ．水中へのオゾンの注入用の１つのベンチュリバルブ、
　８Ｂ．水タンク用の１つの電気圧力ポンプ、
　９Ｂ．２つの圧力計（２つのゲートバルブを有する入口圧力ポンプ及び出口圧力ポンプ
）、
　１０Ｂ．オゾンガスミキサタービン、
　１１Ｂ．オゾン水用の１つの水タンク、
　１２Ｂ．トラクター油圧装置用の１つの駆動シャーシ又は支持装置、
　１３Ｂ．オゾン水の噴霧用の、ステンレス鋼製のＰＴＯ軸駆動式又は電気駆動式水圧ポ
ンプ、
　１４Ｂ．３５ワットのＵＶ－Ｃランプが最低２０個取り付けられた２つの側方伸縮噴霧
ブーム、
　１５Ｂ．種々のオゾン水噴霧ノズル及びエアジェット渦流ノズル、
　１６Ｂ．ノズルを介して空気渦流を生成するための、圧力タンクを有する１つのＰＴＯ
軸駆動式又は電気駆動式の送風機又はエアコンプレッサ、
　１７Ｂ．１つの配水用バルブ、
　１８Ｂ．２つの圧力計（入口圧力及び出口圧力）、
　１９Ｂ．タンクの水ミキサの１つの背圧バルブ、
　２０Ｂ．圧力シールを有するタンクの１つの充填用ゲート、
　２１Ｂ．１つのタンク排水用バルブ、
　２２Ｂ．空気及び渦流の正確なガイド、及びＵＶ照射のために調節可能な１つの噴霧ブ
ーム保護カバー。
【図面の簡単な説明】
【０１１１】
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